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ンシップは、特定の職業に関する現場実習・研

修から、働く意欲の喚起、主体的な職業選択の

ための気付き、礼儀作法、マナー、ストレス耐

性等を含む普遍的な社会能力を養成するという

目的を持つ（古閑［2011］,p.14）。

インターンシップの類型には、「セミナー型」、

「見学・仮想体験型」、「現場実践型」の3つが

あり、学生にはそれぞれに異なるメリット・デ

メリットがある（【図表11】参照）。また、企業

側のメリットは【図表12】のようになる（中村
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【図表 10】インターンシップの類型と特徴 
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出所：中村[2011],pp.21-23 より筆者作成 

【図表 11】企業側のメリット 

① 指導に当たる若手社員の成長 

② 大学や学生への自社の認識度の向上、地元の大学との交流の深化 

③ 学生の配置による職場全体の活性化 

出所：中村[2011],p.20 より筆者作成 

 

20 
 

【図表 10】インターンシップの類型と特徴 

 セミナー型 見学・仮想体験型 現場実践型 

特
徴 

・主に 1 日 

・大企業に多い 

・2 日から 3 週間程度が

多い 

・大企業に多い 

・2 週間から 1 ヶ月程度

が多い 

・理系研究職、中小・ベ

ンチャー企業に多い 

主
な
実
施
内
容 

会社説明、グループでの

ゲームや作業、社員の体

験談紹介や社員との懇談

店舗や工場見学、グルー

プ作業後に成果を発表、

合宿、社員との交流会 

オフィスでの就業体験、

役員や外商への同行、実

際の研究・開発・企画へ

の参画 

メ
リ
ッ
ト 

・研究や課外活動とも両

立がしやすい 

・他企業との掛け持ちが

しやすい 

・受け入れ人数が多く参

加しやすい 

・業界や企業への理解が

進む 

・同じ目標の仲間を作り

やすい 

・場合により採用にプラ

スになる 

・現場に即して詳しく業

務を理解できる 

・自分の適性と職場のミ

スマッチを防げる 

・採用につながりやすい

デ
メ
リ
ッ
ト 

・業界、会社のへの理解

の深まりが限定的 

・採用に向けた自己アピ

ールがしづらい 

・他の参加者との交流が

少ない 

・現場体験でないため現

実とのギャップが生じや

すい 

・事前の準備が必要とな

る 

・人気企業は「狭き門」

・他企業との掛け持ちが

しづらい 

・研究や課外活動との両

立が難しい 

・人気企業は「狭き門」

出所：中村[2011],pp.21-23 より筆者作成 

【図表 11】企業側のメリット 

① 指導に当たる若手社員の成長 

② 大学や学生への自社の認識度の向上、地元の大学との交流の深化 

③ 学生の配置による職場全体の活性化 

出所：中村[2011],p.20 より筆者作成 

 

出所：中村［2011］,pp.21-23より筆者作成

出所：中村［2011］,p.20より筆者作成

【図表11】インターンシップの類型と特徴

【図表12】企業側のメリット



13

中小企業懸賞論文

［2011］,pp.20-23）。

3.3. これらのモデルを参考とする理由

かばん･ハンドバッグ製造業者の中には、企

画を立てる人材を持たず、企画担当の雇用・養

成、または外注のための資金も持たない企業が

多く存在する。したがって、費用をできるだけ

節約しながら多くの専門的なコメントやアドバ

イスを受けるために、Q&A型知識コミュニティ

を活用することが有効であると考える。また、

美大生Xさん10に話を伺ったところ、企画から

デザインに落とし込むことは、授業でも多く行

っており可能であると述べている。しかし、実

用性を踏まえたデザインを考えるためには、製

造業者の助けが必要と述べている。

そこで、本稿の解決策では、企画について知

識のある美術系の学生が参加するQ&A型知識

コミュニティを導入する。

ヒアリング調査によると、企画をする際にデ

ザイナーと製造業者の対面で交流することが不

可欠であるとのことであった。山崎［2003］は、

ITネットワーク上の人の交流と対面的な人の交

流とは補完関係であり、ネットが対面的な人の

交流を代替することはなく、それぞれに正しく

伝わる情報とそうでない情報があると述べてい

る。さらに、職人の手の技のような技巧的側面

の暗黙知は、ネットワーク上を介しては伝達し

きれないとあった。そこで筆者は、インターン

シップの3類型のうち、現場実践型は対面時間

が長く「現場に即して詳しく業務を理解できる」

という特徴があるため、本モデルにおいてはイ

ンターンシップの3類型のうち、現場実践型を

採用する。

以上の点を踏まえ、次章では、最終的に学生

をインターンシップとして受け入れることを視

野に入れた、インターネット上で製造業者が学

生にアドバイスを求めることができるモデルを

提案する。これを「iQAKC（Internship from 

Q&A Knowledge Community）」モデルと名付

ける。このモデルを利用することで、製造業者

は企画担当の雇用･養成、または外注のための

資金的な余裕がないという制約を乗り越え、企

画を行うことが可能となる。また、さらに製造

業者の価格交渉力を高めるということを達成で

きると筆者は考える。

4．製造業者の価格交渉力を高める解決
策の提案

4.1. iQAKCモデルの仕組み

本モデルのプロセスには、2つの段階がある。

第一に、Q&A知識コミュニティにおける、製

造業者と学生の相互信頼の構築段階。第二に、

製造業者の企画力向上につながるインターンシ

ップ生の勧誘･応募から受け入れまでの段階で

ある。以下で、それぞれの段階について詳しく

説明する。

　4.1.1.製造業者と学生の信頼構築の段階

この段階では、製造業者と学生がQ&A型知

識コミュニティにて、製造業者の企画に関して

意見を交わす。その対話の中で製造業者と学

生は信頼関係の構築を目指す。

まず、製造業者は企画の3要素に沿って企画

案を作成し、可能であればサンプルの詳細な写

真･動画等を投稿する（【図表13】参照）。次に、

10	美大生X）多摩美術大学美術学部グラフィックデザイン学科2年生



14

それを見た学生はその企画内容･サンプルのデ

ザインについて、コメントや視覚情報を投稿す

る。それに対し製造業者は質問や付加情報を

投稿することで、投稿した企画を洗練していく。

さらに製造業者は、そのコメントを評価し、そ

の学生への信頼度の指標として各コメント提供

者に対してその製造業者の信頼度ポイントを付

与する（【図表14】参照）。
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【図表 13】製造業者の企画投稿 

(i) 製造業者がかばん企画を企画の 3 要素を含めて企画案の作成、投稿 

 

 

 

 

 

出所:ヒアリング調査をもとに筆者作成 

【図表 14】製造業者の企画ページ 

(ii) 企画に対し、学生がコメント･アドバイス、それを製造業者がポイントで評価 
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※ 「サンプル写真」はサンプル写真のリンク、「詳細部の写真･動画へのリンク」は詳細部

の写真･動画へのリンクである。 
出所:筆者作成
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　4.1.2. インターンシップ勧誘･応募から受け

入れまでの段階

この段階では、【図表14】のような企画ペー

ジにおける対話で、信頼関係を構築した製造業

者と学生が、相互に現場実践型インターンシッ

プの勧誘･応募を行う。

まず、製造業者が学生をインターンシップに

勧誘する場合について説明する。前項にあるよ

うに、製造業者から学生への信頼度を、その製

造業者の信頼度ポイントとして付与することで

表す。製造業者はそのようなやりとりの中で、

各々の観点からその学生が信頼出来るかどうか

を評価する。そして、その学生をインターンシ

ップ生として受け入れたいと判断した場合、学

生ページにおいて勧誘することができる（【図表

15】参照）。

また、学生のページには他の企業から受け取

ったポイントや、過去のコメントを表示する。

これによって他の製造業者からの信頼度が高

く、過去に有益なコメントを残していると思わ

れる学生に自社の企画に対してコメントを要請

することもできる（【図表15】参照）。

次に、学生が企業にインターンシップを申し

込む場合について説明する。自分の興味のある

製造業者とのやりとりで、信頼関係が十分築け

たと判断した場合、企業ページからインターン

シップに応募する（【図表16】参照）。

互いにインターンシップ合意に至り、面接を

通して学生が採用となった際には、インターン

シップ生は製造業者の定める期間において共同

で企画を行う。

4.2. iQAKCモデルの有効性

　4.2.1. iQAKCモデルによって乗り越えられる

制約と得られる成果

本モデルを利用することによって、製造業者

が企画力の向上に取り組むにあたって制約とな

っている、企画を行う人材･資金の不足は以下

のように乗り越えることができる。

プロではなく美術系の学生から意見を求める

ことで、対価を支払わずに専門的な意見を仰ぐ

ことができる。そして、このような交流を継続

することで、高い企画力を保つことができる。

さらに【図表8】にあるように、企画力を高める

こと、問屋への販路が拡大することによって価

格交渉力を高めることも出来る。

　4.2.2.	iQAKCモデルによって得られるメリ

ット

学生は職人と共に働く経験を通じて、自分の

デザインが形になることへの喜びや、デザイン

がどのように産業で活かされているかを知るこ

とができる。そのため参加した学生が将来、か

ばん・ハンドバッグの生産の場に携わっていく

ことも考えられる。また、製造業者に就職した

人が、就職前の想像と現実のギャップに耐えら

れず離職してしまうということを未然に防ぐこ

とができる。

5．検証

5.1. 製造業者からの評価

筆者は、製造業者2社にヒアリング調査を行

い、iQAKCモデルの評価を頂いた。

企画を自社で行う製造小売業者のH社から

は、iQAKCモデルを採用することで、製造業

者は企画力を高めることができるという評価を

頂いた。また、閉鎖的な雰囲気のかばん･ハン
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ドバッグ産業に、先入観のない新しい考えを吹

き込む必要があるため、学生の意見を企画に反

映させるiQAKCモデルは魅力的であると述べ

ている。

また、I社11によれば、自社ブランドを立ち上

げる時に役に立つであろうとの評価を得た。た

22 
 

【図表 15】学生のページ 

(iii) このページでは、学生を製造業者がインターンシップへの勧誘、または自社企画への

コメントを要請することが可能である。 
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※ 「この学生を勧誘する」というリンクへ飛べば、学生をインターンシップに勧誘でき、

「この学生に企画へのコメントを要請する」というリンクへ飛べば、自社企画へのコメ

ントを養成できる。 

※ 信頼度ポイントのグラフはその学生が他製造業者からの信頼度ポイント数を表す。 

出所:筆者作成
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11	I社）台東区、3000万、53人
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【図表15】学生のページ
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だし、iQAKCの運営の役割を担う主体につい

ては考慮が必要であろうと述べていた。

5.2. 学生からの評価

また筆者は、美術系の大学に在学中の学生2

人にヒアリング調査を行い、iQAKCモデルの

評価を頂いた。

美大生Yさん12は、ウェブサイトの構成がわ

かりやすく、学生も困らずに使えそうだと述べ

ていた。また、自分のデザインや企画の傾向を

見直すことができ、自己の新たなものづくりの

発見のヒントになるため、参加する意義がある

と話している。さらにこの意義は、かばん･ハ

ンドバッグ産業にとどまらず他の産業にも存在

するため、このようなモデルを他の産業に広め

るべきであると述べている。

美大生Zさん13からは、インターンシップが

就職に直結する可能性があることは大きな魅力

だとの評価を頂いた。しかし、意見を求める対

象を美大生に絞る必要はなく、ファッションに

興味･関心のある全ての人が回答できても良い

のではないかとのことであった。

5.3. 考慮点の検討

筆者は以上の評価より、iQAKCモデルには、

以下の3点の考慮すべき点があると考えた。
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【図表 16】かばん･ハンドバッグ製造業者のページ 

(iv) 製造業者応募タンより、学生は企業に応募することができる。 
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※ 「サンプル写真」はサンプル写真のリンク、「詳細部の写真･動画へのリンク」は詳細部

の写真･動画へのリンクである。 

※ 「企画ページヘ」はその製造業者の企画ページへのリンクである。 

出所:筆者作成 
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〇〇鞄製作所 

C 県 D 市 E 町 1-1 

TEL:012-345-6789 

会社情報 

資本金: XXXX 万円 

従業員:YY 名 

創業:1950 年 

所在地  

TEL:012-345-6789 

Email:kaban@***.com 

 

12	美大生Y）金沢美術工芸大学美術工芸学部デザイン科2年
13	美大生Z）武蔵野美術大学造形学部工芸工業デザイン学科4年

【図表16】かばん･ハンドバッグ製造業者のページ

出所：筆者作成
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第一に、サイト運営の役割を担う主体が不明

確であるという点、第二に、他の産業にも利用

すべきという点、第三に、意見を求める対象を

増やすべきという点である。

第一の考慮点に関して、iQAKCモデルはか

ばん・ハンドバッグ製造業に精通する人のみが

閲覧するサイトであるため、広告主にとってタ

ーゲットが打ち出しやすく、広告収入を得やす

いと考える。iQAKCモデル運営の役割を担う

主体は、ターゲットに応じた広告を受け入れる

ことで、運営費を賄うことが出来ると考えられ

る。しかし、広告収入だけでこのモデルの運営

費や管理者の人件費を賄えるかは不確かであ

り、賄えない場合は会費ないし仲介費を取るこ

とになる。これらの費用をどう設定するかは課

題として残されるといえる。

第二の考慮点に関して、iQAKCモデルは他

の企画力が低い産業にも活用できると考える。

他の地場産業に活用するためには、かばん・ハ

ンドバッグ産業で成果を上げることが先決であ

り、成功事例を作ることが重要だと考える。

第三の考慮点に関して、筆者は闇雲に意見を

求める対象を増やすのは逆効果であると考え

る。iQAKCモデルでは、製造業者に有益な情

報を提示することが前提となっており、ターゲ

ットを絞らずに対象を増やすことは、交換され

る意見の質を下げる結果となりかねない。従っ

て、まず始めは美術系の学生のみに意見を求め

る方が得策であると考える。

6．総括

本稿では、東京のかばん・ハンドバッグ産業

の製造業者が、問屋に対する価格交渉力を高

めるためには、企画力を高める必要があると主

張した。しかし、製造業者が企画を立案するに

あたり、人材・資金の不足といった制約が存在

する。そこで筆者は、これらの制約を乗り越え、

企画力を高めることができる、製造業者と学生

によるiQAKCモデルを提案した。製造業者と

学生に検証した結果、本稿の提案には一定の

有効性があることが示された。

しかし、この提案において、サイトの運営を

担う主体が不明確であること、サイトの運営費

を賄えるかが不明確であることは課題として残

された。もし広告収入で運営費を賄えない場合

は会費ないし仲介費を取る必要があるだろう。

地場産業が存続するためには、地場産業の

革新が必要不可欠である。筆者は、かばん・ハ

ンドバッグ産業ないし地場産業が、iQAKCモ

デルを利用することで、制約を乗り越え、製造

業者の問屋に対する価格交渉力が高まり、新し

い生産方法の導入による地場産業の革新に貢

献できると確信している。
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日時 企業名/大学名 資本金
従業員数 役職 業種/学部 住所

6/25
10/12 株式会社ネギシ 非公表

13人 代表取締役 製造 東京都台東区

6/25 有限会社丸ヨ片野製鞄所 300万
5人 代表取締役 製造、小売 東京都墨田区

7/9 株式会社三和袋物 2000万
28人 社長 製造 東京都台東区

7/30 株式会社ヤマト屋 3750万
20人 社長 製造、小売 東京都台東区

8/5
10/12 株式会社マルジン 1000万

2人 社長 製造 東京都台東区

8/5 一般社団法人東京鞄協会 ― 事務局長 ― 東京都台東区

8/8 株式会社山岸 1億
2人 社長 製造 東京都墨田区

8/8 株式会社マスター 1000万
2人 社長 問屋 東京都中央区

8/8
10/10 協同組合東京問屋連盟 ― 顧問（中小企業診断士） ― 東京都中央区

8/12
10/13 株式会社協和 9600万

220人 専務 製造、問屋、小売 東京都千代田区

8/19
9/24 東興工業株式会社 3000万

7人 社長 製造、問屋 東京都台東区

8/19 株式会社吉田 2000万
150人 人事部 製造、問屋 東京都千代田区

8/21 株式会社クラッシュ 非公表
10人 販売員 製造、小売 東京都台東区

8/21
10/13 有限会社森田鞄製作所 500万

5人 代表取締役 製造、小売 東京都荒川区

8/22
9/18 株式会社高屋 9560万

60人 営業本部長 問屋 東京都台東区

8/22 エース株式会社 14億1000万
861人

国内商品部　部長
同上　マネージャー
人事総務部長

製造、問屋 東京都渋谷区

【ヒアリングリスト】
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8/22 一般社団法人日本ハンドバ
ッグ協会

2543万
4人 事務局長 ― 東京都台東区

8/23 株式会社レガロ 1000万
20人 取締役 製造、問屋、小売 東京都足立区

8/27
8/30

株式会社三越伊勢丹ホール
ディングス

501億600万
14423人

ハンドバッグ バイヤー
装身具　バイヤー 小売 東京都新宿区

8/31 株式会社大丸松坂屋百貨店 100億
3509人 紳士雑貨　バイヤー 小売 東京都江東区

9/5
10/1 多摩美術大学 ― 学生

2年
芸術学部グラフィック
デザイン学科 東京都八王子市

9/7 株式会社丸井グループ 359億2000万
6101人 広報室　室長 小売 東京都中野区

9/9
9/24

一般社団法人日本皮革産業
連合会 12人 事業振興課　主任 ― 東京都台東区

9/9
10/10 株式会社猪瀬 1050万

10人 営業企画マネージャー 製造、小売 東京都葛飾区

9/13
10/13 有限会社万双 非公開

8人 事業部長 製造、小売 東京都台東区

9/19 株式会社ブルックリン 2200万
7人 ディレクター 製造・卸・小売 東京都港区

9/22
10/10 武蔵美術大学 ― 学生

4年
造形学部工芸工業デザ

イン学科 東京都小平市

9/24
10/8 株式会社美嚢 1000万

8人 代表取締役社長 製造 東京都江東区

10/9 金沢美術工芸大学 ― 学生
2年

芸術学部デザイン科視
覚デザイン専攻 石川県金沢市

10/15 株式会社サンバッグ坂本 3000万
53人 社員 製造 東京都台東区


